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【
連
合
通
信
社
】
米
大
統
領

選
挙
で
民
主
党
の
ジ
ョ
ー
・
バ

イ
デ
ン
氏
が
当
選
確
実
と
な

り
、
支
援
し
た
労
働
組
合
は

「
米
国
労
働
運
動
の
勝
利
」

「
米
国
を
取
り
戻
し
た
」
と
歓

迎
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
、
組

合
員
の
努
力
を
た
た
え
ま
し

た
。
今
後
は
、
国
民
の
分
断
状

況
の
修
復
が
課
題
に
な
り
ま

す
。米

国
労
組
の
多
く
は
伝
統
的

に
民
主
党
支
持
で
す
。
そ
の
一

つ
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

従
業
員
な
ど
で
つ
く
る
労
組

「
ユ
ナ
イ
ト
・
ヒ
ア
」
は
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
な
ど
四
つ
の

激
戦
州
に
的
を
絞
っ
て
選
挙
運

動
を
展
開
。
組
合
員
が
３
０
０

万
軒
を
訪
問
し
、
バ
イ
デ
ン
氏

へ
の
支
持
を
訴
え
ま
し
た
。
電

話
で
の
対
話
数
は
１
千
万
件
に

上
り
、
少
な
く
と
も
数
十
万
人

が
新
た
に
バ
イ
デ
ン
候
補
へ
の

支
持
を
約
束
し
て
く
れ
た
と
い

い
ま
す
。

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も

７
１
０
０
万
票
を
得
る
な
ど
、

熱
烈
な
支
持
者
が
お
り
、
民
主

党
支
持
者
と
対
立
。
こ
の
分
断

状
況
を
修
復
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
に
な
り
ま
す
。

米
国
政
治
や
日
米
関
係
を
研

究
し
て
き
た
、
米
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
マ
イ
ク
・

モ
チ
ヅ
キ
准
教
授
は
、
大
企
業

や
富
裕
層
を
優
遇
す
る
新
自
由

主
義
的
な
政
策
で
は
な
く
、
働

く
者
の
利
益
を
優
先
す
る
政
治

の
実
現
が
鍵
だ
と
指
摘
。
困
難

と
は
い
え
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
者

に
も
共
感
さ
れ
る
政
策
の
実
現

が
必
要
と
訴
え
て
い
ま
す
。

【
町
屋
南
分
会
＝
薄
井
章
記

者
】
11
月
22
日
、
オ
ス
プ
レ
イ

反
対
東
京
連
絡
会
は
特
殊
作
戦

機
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配

備
に
反
対
す
る
東
京
大
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
多
摩

川
中
央
公
園
に
は
約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
、
荒
川
支
部
か
ら

は
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集

会
の
様
子
は
ウ
ェ
ブ
配
信
も
さ

れ
、
６
０
０
ア
カ
ウ
ン
ト
で
視

聴
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
地
方
労
働
組
合
評
議
会

の
荻
原
淳
議
長
が
「
横
田
基
地

周
辺
で
は
オ
ス
プ
レ
イ
が
低
空

・
夜
間
飛
行
な
ど
激
し
い
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。
重
大
事
故
が

相
次
ぐ
欠
陥
機
の
出
撃
拠
点
化

を
許
さ
な
い
た
め
、
力
強
く
た

た
か
お
う
」
と
力
強
く
訴
え
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
衆
議

院
議
員
か
ら
は
「
オ
ス
プ
レ
イ

が
米
国
内
で
は
許
さ
れ
な
い
危

険
な
訓
練
を
行
い
、
落
下
物
事

故
な
ど
で
住
民
の
命
と
安
全
を

脅
か
し
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
を
撤
回
し
、
日
米
地
位
協

定
を
改
定
す
る
新
し
い
政
権
を

つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。続

い
て
、
日
本
平
和
委
員
会

の
千
坂
純
事
務
局
長
か
ら
日
本

平
和
大
会
に
つ
い
て
の
特
別
報

告
が
あ
り
、
青
年
が
平
和
運
動

交
流
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

き
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

を
５
千
人
分
以
上
集
め
、
学
習

会
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
」
と

紹
介
し
ま
し
た
。

集
会
は
「
基
地
の
な
い
平
和

な
日
本
を
一
日
も
早
く
実
現

し
、
未
来
あ
る
若
い
世
代
へ
つ

な
ご
う
」
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

「オスプレイはいらない」プラカードで訴える参加者

東京地方労働組合評議会の荻原淳議長

日
本
の
ど
こ
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い

Ｎ
Ｏ

Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｙ

東

京

大

集

会

多摩川中央公園

お知らせ
組
合
事
務
所
の
年
内
業
務
は
12
月
25
日(

金)

ま
で
で
す
。

ま
た
、
健
康
保
険
証
の
変
更
（
家
族
の
増

減
、
住
所
変
更
、
保
険
料
区
分
変
更
な
ど
）
の

受
付
は
、
発
送
作
業
等
の
関
係
か
ら
12
月
22
日

(

火)

17
時
ま
で
で
す
。
変
更
事
由
が
発
生
し
た

場
合
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
年
明
け
の
業
務
は
、
２
０
２
１
年
１

月
５
日(

火)

か
ら
で
す
。

米
大
統
領
選
後
の

労
組
・
民
主
党
の
課
題

え
る
学
習
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
区
議
会
か
ら
日
本
共
産

党
、
公
明
党
、
立
憲
民
主
党
、

維
新
・
あ
た
ら
し
い
党
、
民
主

ゆ
い
の
会
、
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
の

６
会
派
、
来
賓
と
し
て
荒
川
区

労
連
、
連
合
荒
川
、
自
治
労
が

参
加
し
、
総
勢
40
人
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

講
演
は
、
全
建
総
連
顧
問
弁

護
士
の
古
川
圭
一
弁
護
士
を
講

師
に
行
い
ま
し
た
。

低
賃
金
労
働
を
背
景
に
し
た

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
の
事
例

と
し
て
、
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

の
市
営
プ
ー
ル
で
起
き
た
小
学

生
死
亡
事
故
な
ど
を
挙
げ
、
地

方
自
治
体
が
良
質
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
低
賃
金

を
背
景
に
し
た
ダ

ン
ピ
ン
グ
受
注
を

排
除
す
る
重
要
性

を
指
摘
し
ま
し

た
。公

契
約
条
例
を

制
定
し
て
い
る
多

摩
市
で
は
、
労
働

者
の
賃
金
請
求
権

と
下
請
け
企
業
の

賃
金
未
払
い
に
つ

い
て
受
注
者
（
元

請
）
の
連
帯
責
任

を
明
確
に
し
て
お

り
、
四
次
・
五
次

の
下
請
け
が
少
な
く
な
り
、
重

層
下
請
構
造
が
解
消
し
て
き
て

い
ま
す
。

条
例
を
制
定
す
る
た
め
に

は
、
自
治
体
の
首
長
と
職
員
が

事
業
者
団
体
と
労
働
組
合
の
声

を
よ
く
聞
き
、
条
例
の
効
果
を

理
解
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。

荒
川
区
は
東
京
土
建
や
東
京

春
闘
共
闘
と
の
懇
談
で
も
、
条

例
制
定
に
否
定
的
な
姿
勢
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
労

働
組
合
と
業
者
団
体
が
区
議
会

会
派
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
区

理
事
者
に
繰
り
返
し
要
請
を
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま

す
。

【
荒
川
支
部
＝
船
橋
賢
一
書

記
】
11
月
25
日
、
全
建
総
連
東

京
都
連
荒
川
区
建
設
協
議
会

（
東
京
土
建
荒
川
支
部
、
首
都

圏
建
設
ユ
ニ
オ
ン
城
北
支
部
、

日
暮
里
建
設
業
組
合
）
は
サ
ン

パ
ー
ル
荒
川
で
区
議
会
会
派
向

け
の
「
よ
り
良
い
公
契
約
を
考

学習会に真剣に耳を傾ける参加者

公契約を考える学習会

古川圭一弁護士を講師に学ぶ

ダンピング受注を排除する重要性について
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『新解釈・三國志』

福田雄一 監督

お
よ
そ
１
８
０
０
年
前
の

中
国
、
後
漢
の
時
代
を
舞
台

に
し
た
歴
史
書
「
三
国
志
」

を
、
映
画
「
銀
魂
」
シ
リ
ー

ズ
な
ど
の
福
田
雄
一
監
督
が

自
ら
脚
本
も
手
が
け
、
新
た

な
解
釈
で
描
く
爆
笑
歴
史
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で

す
。後

漢
期
の
乱
世
の
時
代
。

民
の
平
穏
な
生
活
を
願
っ
て

立
ち
上
が
っ
た
劉
備
（
大
泉

洋
）
は
、
義
兄
弟
の
関
羽
・

張
飛
と
と
も
に
戦
い
の
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
歴
史

に
名
高
い
軍
師
・
孔
明
（
ム

ロ
ツ
ヨ
シ
）
を
迎
え
入
れ
た

劉
備
の
蜀
、
曹
操
（
小
栗

旬
）
の
魏
、
孫
権
（
岡
田
健

史
）
の
呉
の
３
国
は
、
互
い

に
覇
権
を
争
い
、
や
が
て
天

下
統
一
を
か
け
た
「
赤
壁
の

戦
い
」
に
突
入
し
て
い
き
ま

す
。
「
魏
軍
80
万
人
」
対

「
蜀
・
呉
連
合
軍
３
万
人
」

と
い
う
圧
倒
的
兵
力
差
の
下

で
、
戦
い
の
行
方
は
…
。
福

田
監
督
の
「
銀
魂
」
「
勇
者

ヨ
シ
ヒ
コ
」
「
今
日
か
ら
俺

は
！
」
な
ど
出
演
の
俳
優
陣

が
総
出
演
し
、
12
月
11
日
か

ら
全
国
公
開
。

Ⓒ2020

映
画
「
新
解
釈
・

三
國
志
」
製
作
委
員
会

【
税
対
部
発
】
11
月
26
日
に

足
立
・
荒
川
・
北
支
部
か
ら
５

人
で
東
京
主
税
局
荒
川
都
税
事

務
所
へ
要
請
に
伺
い
、
事
業
税

課
長
ほ
か
職
員
３
人
と
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

初
め
に
、
事
前
に
送
付
し
た

要
請
文
書
へ
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
売
上

げ
減
少
で
苦
し
む
中
小
事
業
者

へ
の
延
納
措
置
の
推
進
、
事
業

税
の
お
た
ず
ね
文
書
の
送
付
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
取
り
組
む

旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
『
来
年
度
の
事
業
用

固
定
資
産
税
の
減
免
手
続
き
の

簡
素
化
』
を
五
箇
谷
副
委
員
長

が
要
請
し
た
ほ
か
、
『
確
定
申

告
書
の
売
上
と
所
得
で
は
事
業

性
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
高

齢
化
や
売
上
減
少
に
よ
り
事
業

性
が
無
く
な
る
事
業
者
が
多

く
、
そ
の
確
認
を
行
わ
ず
に
課

税
し
て
い
る
こ
と
』
に
対
し
て

の
改
善
を
訴
え
ま
し

た
。黙

っ
て
い
て
は
課

税
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
請
負
工
事
の
収

入
が
減
り
、
外
注
手

間
に
よ
る
収
入
が
増

加
し
て
い
る
の
に
事

業
税
を
支
払
っ
て
い

る
方
が
い
た
ら
、
ま

ず
は
支
部
事
務
所
に

電
話
で
相
談
し
て
み

て
下
さ
い
。

減免の簡素化を訴える五箇谷副委員長（左）

【
日
暮
里
一
＝
堀
井
一
記

者
】
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
は
、
２
０
１
８
年
11

月
に
加
入
の
㈱
東
建

代
表

取
締
役
の
小
林

誠
さ
ん
で

す
。
㈱
東
建
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
金
物
販
売
・
施
工
を
主
と

し
、
住
宅
工
事
も
行
い
ま

す
。
代
表
取
締
役
の
小
林
さ

ん
は
、
国
家
資
格
の
一
級
建

築
施
工
管
理
技
士
の
他
、
宅

地
建
物
取
引
士
も
保
有
し
、

仕
事
に
取
り
組
む
意
識
の
高

い
方
で
す
。

勿
論
仕
事
上
の
付
き
合
い

と
し
て
、
ゴ
ル
フ
や
麻
雀
も

す
る
そ
う
で
す
が
、
実
は
音

楽
面
で
プ
ロ
並
み
の
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
野
浅
草

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
樂

団
の
前
身
で
あ
る
上
野
浅
草

室
内
管
弦
楽
団
で
オ
ー
ボ
エ

を
演
奏
し
、
団
長
と
し
て
年

二
回
、
日
本
最
古
の
演
奏
会

ホ
ー
ル
で
あ
る
旧
奏
楽
堂

で
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
社
交
性
の
高

い
小
林
さ
ん
は
、
仕
事
の
依

頼
も
多
く
、
即
戦
力
と
な
る

人
材
と
の
繋
が
り
を
目
指
し

土
建
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
㈱
東
建
に
は
既

に
優
秀
な
社
員
が
三
十
名
ほ

ど
在
籍
し
、
多
才
な
小
林
社

長
を
支
え
邁
進
し
て
い
ま

す
。

小林 誠さん（日暮里１分会） 55管弦楽団の演奏

荒
川
文
藝
倶
楽
部

仲
間
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

【
編
集
部
】
仲
間
の
文
芸
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
い
き

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

（
俳
句
）

コ
ロ
ナ
で
す

冬
の
日
々
達

く
や
し
そ
う

南
千
住
分
会

濱
田

和
男

【
荒
川
支
部
】

・
募
集
職
種
・
大
工
・
見
習
い
大
工

・
就
労
形
態
・
正
規
雇
用

・
働
き
先
・
町
場
ほ
か

・
条
件
等
・
不
問

・
人
員
・
２
人
以
上

会
社
・
（
株
）
岡
野
工
務
店
（
南
千
住
分
会
所
属
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
３-
５
８
０
８-

９
４
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
３-

５
８
０
８-

９
４
４
２

メ
ー
ル
・
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｏ
ｋ
ａ-

ｋ
ｏ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

【
荒
川
支
部
】

・
募
集
職
種
・
弋
工

・
就
労
形
態
・
正
規
雇
用

・
働
き
先
・
野
丁
場

・
条
件
等
・
不
問

・
人
員
・
３
人
以
上

会
社
・
（
株
）
レ
グ
ル
ス
建
設
（
日
暮
里
１
分
会
所
属
）
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・
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９
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５
６
６
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Ｆ
Ａ
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・
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３-

３
８
０
６-

２
４
４
７

メ
ー
ル
・
ｒ
ｅ
ｇ
ｕ
ｌ
ｕ
ｓ
‐
ｈ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
＠

ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
．
ｊ
ｐ

求
人
情
報

磯
部
記
者
の
今
月
の

教宣部

１

枚

10
月
の
初
旬
に
、
安
曇
野
に

あ
る
江
戸
川
区
保
養
所
の
穂
高

荘
を
申
し
込
み
し
た
と
こ
ろ
、

運
よ
く
二
泊
三
日(

11
月
18
日

～
20
日)

で
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

足
は
、
区
立
の
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
前
か
ら
観
光
付
き
送
迎

バ
ス(

は
と
バ
ス)

を
使
い
ま

し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
で
大
型
バ
ス
に
乗
客
は
26

名
で
す
。
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

ト
ラ

ベ
ル
」
で
費
用
も
か
な
り
安
く

あ
が
り
ま
し
た
。

初
日
諏
訪
湖
Ｓ
Ａ
で
自
由
昼

食
の
後
、
松
本
城
見
学
を
し
ま

し
た
。
平
日
と
は
い
え
城
見
学

は
混
雑
し
て
い
ま
し
た
の
で
お

堀
の
外
側
よ
り
眺
め
ま
し
た
。

(

秀
吉
の
家
来
で
あ
っ
た
石
川

数
正
・
康
長
父
子
が
戦
国
時
代

末
期
に
か
け
て
築
城
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
五
重
六
階
の

天
守
と
し
て
は
日
本
最
古
で

す)

。
次
に
近
く
の
大
王

わ
さ
び
農
場
を
見
学
し

て
一
日
目
は
終
了
し
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
「
中
山

道
」
馬
籠
宿
・
妻
籠
宿

に
行
き
ま
し
た
。
宿
泊

場
所
か
ら
バ
ス
で
二
時

間
く
ら
い
か
か
り
ま
し

た
。馬

籠
宿
・
妻
籠
宿
は

江
戸
時
代
の
宿
場
の
姿

を
色
濃
く
残
し
て
い
ま

し
た
。
馬
籠
は
文
豪
「
島
崎
藤

村
」
の
故
郷
と
し
て
も
有
名
で

す
。
全
長
六
百
メ
ー
ト
ル
の
開

か
れ
た
宿
場
で
す
。
「
町
並
保

存
運
動
」
で
残
っ
た
宿
場
で

す
。
道
路
が
新
た
に
造
ら
れ
宿

場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
妻

籠
宿
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り

ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
に
な

り
、
集
落
保
存
と
景
観
が
修
復

さ
れ
町
並
み
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
妻
籠
の
人
た
ち
は
、
町
並

み
を
守
る
た
め
、
家
や
土
地
は

「
売
ら
な
い
・
貸
さ
な
い
・
壊

さ
な
い
」
住
民
憲
章
を
作
り
、

貴
重
な
財
産
を
後
世
に
伝
え
て

い
ま
す
。

三
日
目
は
雨
の
中
、
諏
訪
大

社
上
社
に
お
参
り
し
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

貫禄のある諏訪大社上社

妻籠宿本陣の前で妻とツーショット

税対部
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